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施設名 岡山県テクノサポート岡山 

【指定管理者の概要】 

名 称 公益財団法人岡山県産業振興財団 代表者 理事長 小林 健二 

所在地 岡山県岡山市北区芳賀5301 

【指定管理の概要】 

指定期間 令和４年４月１日～令和９年３月31日 報告期間 令和４年４月１日～令和５年３月31日 

 
管理業務 
の内容 
 

・岡山県テクノサポート岡山の施設の利用等の許可に関すること。 
・岡山県テクノサポート岡山の施設及び設備の維持管理に関すること。 

【管理体制の状況】 
 
 

理事長  

 

専務理事 

 

総務部長 

 

担当職員 

 

    

 
 
 
 
 

 
（常駐１人）
  

（常駐２人） 

 
 
 

【利用等の許可の状況】                                                            （単位：件） 

 研修棟 交流サロン等  合  計 

許 
可 
件 
数 

４年度 592 202  794 

３年度 585 362  947 

増 減         7 △160  △153 

【維持管理の業務の実施の状況】 

項  目 内       容 

 
施設の維持管理業務 
 

 
・ 設備保守管理 
 

施設等利用許可業務 
・ 会議室（大・中・小・円卓） 
・ 研修室 
・ 交流サロン                     計794件 

【利用料金の収入及び減免の状況等】                                        （単位：円、件） 

 研修棟 交流サロン等  合  計 

収 入 額 13,259,900 1,093,675  14,353,575 

利用件数 592 202  794 

減 免 額 2,415,325 399,850  2,815,175 

 

減免理由 

 

 
 
公共的目的等 89件 
 
 

 

〈民間事業者〉設備保守点検 
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【管理に係る収支の状況】                                 （単位：円） 
 
 
 

  
 

３年度      

 
 

備 考 
 

 
４年度 

 
対前年度増減額 

 収 入 額 Ａ 14,361,905 △659,885 15,021,790 
 
４年度収入額 
その他の主なもの 
・コピー機収入 
     8,330円 
 
 
 
 
 

内 
 
 
訳 

指定管理料 0 0 0 

利用料金収入 14,353,575 △667,455 15,021,030 

事業収入 0 0 0 

その他 8,330 7,570 760 

 支 出 額 Ｂ 14,359,903 △660,630 15,020,533 

内 
 
 
訳 

人件費 11,649,365 762,912 10,886,453 

管理運営費 2,710,538 △1,423,542 4,134,080 

事業費 0 0 0 

その他 0 0 0 

収 支 額 Ａ－Ｂ 2,002 745 1,257 

県への納入金 −  −  −  

実質的な県負担額 0         0 0 

【特記事項（管理運営業務の実施状況の点検結果）】 

点検項目 区分 特記事項（評価すべき点・改善すべき点） 

管
理 
運
営 
状
況 

①適切な施設 
管理の履行 

Ｂ 
 
事業計画に沿って適切な管理が行われていた。 
 

②法令等の遵守 
状況 

Ｂ 
 
関係法令に基づく義務は適切に履行されていた。 
 

③安全性の確保 Ｂ 
テクノサポート岡山緊急時対策要綱に基づき、安全性を確保した管理が
行われていた。また、新型コロナウイルス感染症拡大防止ガイドライン
を策定し、適切な感染防止対策等の措置が行われていた。 

④財産の適切な   
管理 

Ｂ 
 
機器・設備の修繕は適宜実施され、適切な管理が履行されていた。 
 

 
導
入 
効
果 

①利用状況 Ｂ 

利用件数は153件の減となったが、新型コロナウイルス感染症の影響が落
ち着き、収容人数が多い大会議室等の利用が増え、利用者数は965人の増
となった。 
【利用件数】 Ｒ４：   794件  ← Ｒ３：  947件 
【利用者数】 Ｒ４：16,269人 ← Ｒ３： 15,304人 

②収支状況 Ｂ 
 
収支状況は均衡を保っている。 
 

③サービス向上 Ｂ 
 
アンケート調査を実施し、利用者の意向を把握し、要望に応えている。 
 

 
管理運営業務全般 

 

 
Ｂ 
 

 
協定書、事業計画書に基づき、適切な管理運営業務が実施されていた。 
 

  ※「区分」欄は、点検結果の区分。区分の内容は次のとおり 
  Ａ：予定していた業務水準を上回った。        Ｂ：予定していた業務水準を概ね実施した。 
  Ｃ：予定していた業務水準の一部が実施できなかった。 Ｄ：予定していた業務水準を下回った。 


